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VB-111を用いた米国における臨床開発について 

ＶＢＬ社が開発計画を発表 
 

この度、今後の VB-111 に関する臨床開発について、VBL 社（イスラエル）から計画が
発表されましたのでご案内いたします。 
 

VB-111のポテンシャルは高く維持されている 
GLOBE 試験（rGBM 第Ⅲ相臨床試験）のデータは、他のレジメン※１や適応症における

VB-111の潜在的な有効性に影響を与えるものではないと考えています。 
 
 卵巣がんを対象とした承認申請用試験（OVAL）を進行中で、免疫機能に関するデー

タ等を本年 3月に行われる第 50回婦人科腫瘍学会(米国ハワイ州)で発表予定。 

 再発悪性膠芽腫（rGBM）を対象とした医師主導の第Ⅱ相臨床試験を計画中。 
開始予定：2019年春頃（スポンサー：ハーバード大学系病院） 
結果判明：2020年半ば 

 消化器がんを対象とした免疫チェックポイント阻害薬併用の共同臨床研究を計画中。 
開始予定：2019年後半 
結果判明：2020年末 

 
VBL 社は、rGBM に関する第Ⅲ相臨床試験の詳細な画像データ解析を取得予定ですが、

併行して、米国で著名な脳腫瘍医師の主導で再び第Ⅱ相臨床試験を検証する試験を行うこ
とになりました。当社は、VB-111のポテンシャルの高さを評価し、全身投与型の遺伝子治
療薬としての可能性に期待しております。 

 
尚、本件による平成 31年 3月期の業績への影響はございません。 
 
※１. レジメン：用法・用量、治療期間等を明記した治療計画。 
※２．ＶＢ-111の開発方針が記載されております資料の一部を抜粋してご案内いたしますが、 

詳細は下記原文の英文が優先されますことをご承知おきください。 
http://ir.vblrx.com/static-files/6850a18b-f512-4bca-bed0-c7aa9e9e9cf2 

以上 

http://ir.vblrx.com/static-files/6850a18b-f512-4bca-bed0-c7aa9e9e9cf2

